
御前崎小学校 5 年生 海洋教育授業 1 回目 

平成 28 年 09 月 29 日 

 

■ 日 付：平成 28 年 9 月 29 日（木） 

■ 時 間：8：30～14：30 

■ 場 所：御前崎マリンパーク 

■ 参加者：御前崎小学校 5 年生（児童 42 名、教員 2 名  計 44 名） 

■スタッフ：石原、植田、増田、川口 

 

 今年度初めての試みとなる、学校との連携授業が開催されました。この取り組みは、『御前崎の

子ども達が、地元の海や自然の素晴らしさを体感し、愛着・親しみを持ってもらいたい。』という

想い、目的の基、実現しました。 

天気の行方が心配される中でしたが、第一回目となる御前崎小学校の海洋教育授業が無事に行う

ことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、御前崎小学校に通う 5 年生の児童 42 名が『海を感じ、海を学ぶ』と言うテーマの基、

御前崎マリンパークに集合し、授業が開始されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まずは、これから活動を行う海岸のビーチクリーンを行いました。 

御前崎マリンパークには、一度の台風接近で多くのゴミや流木などが漂着されます。前日の活動の

際にビーチクリーンを行っていますが、漂着したゴミや流木などがまだまだ沢山あります。仲間と

協力をし、ペットボトルや空き缶、切れて流された漁具、様々なプラスティック製品など、多くの

漂着ゴミを拾うことが出来ました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

わずか 10 分程度と言う短い時間の中でしたが、沢山のゴミを拾うことが出来ました。ビーチク

リーン後は、渚の交番スタッフによる、集まったゴミについての簡単な説明を行いました。胡桃や

竹など陸の自然物やゴミの漂着について、砂の流入についてなど、御前崎マリンパークが抱える課

題を、子ども達と一緒に考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の活動を見学して頂くため、日本大学生物資源科学部で教鞭を執る長谷川勝治先生にお越しい

ただきました。今年度より当法人が取り組む、地元小学生に向けた海洋教育授業の活動と、今後に

繋げるための提案などを頂くため、見学をしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備体操、水慣れをした後は、いよいよ活動開始です。まずは、午前の活動の説明。午前は、地元

の海を楽しむことを目的に、仲間と協力をして漕ぎ進めるビックサップを行いました。午前の活動

の最後には、チーム対抗のレースも行います。説明を聞く子ども達は、みんな真剣です。 

 

 

 

 

 

 

 



各クラスに分かれ、パドルの使い方を学びます。今回は、各クラス 2 チームに分かれ、ビックサッ

プに挑戦します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 陸上での練習をしっかりと行った後は、海に向けて出発。初めての体験に緊張した面持ちの子ど

も達もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

でも、子ども達はあっという間に慣れ、上手に漕ぐことが出来ていました。掛け声に合わせ、み

んなで協力をして漕ぎ進めます。午前の活動の最後に行うレースに向けて、みんな一生懸命練習を

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸では、海での練習時間の合間を活用し作戦会議や漕ぎを合わせる練習をしたり、思い思いに海を

楽しみながら過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 



 いよいよレース開始です。まずはルールのおさらいとして、レースミーチングを行いました。子

ども達は、みんな真剣。力強い漕ぎを見せてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チーム対抗のレースの後は、パドルをバトン代わりにしたクラス対抗のリレーレースを行います。

リレー開始前、順番決めと最後の作成会議を行う子ども達は、真剣そのものです。 

子ども達は、見ている大人も興奮する大接戦のレースを見せてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 レースも終わり、午前の活動は終了。真剣に海での活動を楽しんだ子ども達は、お腹ペコペコ野

様子。午後の活動に向け、しっかりとお昼ご飯を食べ、しっかりと休憩を取ります。 

休憩後は、午後の活動場所に向けて移動開始。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 午後の活動は、地元の海の豊かさを体験的に感じることを目的に、スノーケリングによる海中の

生きもの観察を行いました。 

まずは、バディを組み、マスクの調整、マスククリア、スノーケルの使い方、スノーケルクリアを

確認し、学びました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

この日は、前夜に降った雨の影響もあり、海も少し濁ってしまっていました。その為、足の着く

浅瀬の堤防沿いを観察しました。初めてのスノーケリングを行う子ども達も多く、緊張気味の様子

でしたが、海中の生きものを見付けると興奮した様子で説明をしてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この日は、堤防の隙間にトゲアシガニを見付けることが出来ました。濁った水の中でも目立つ足先

と蛍光色に見える顔に、子ども達は大興奮でした。外洋性で深場を好むカニですが、足の着くとこ

ろで観察が出来ました。また、タイドプールのように海水の溜まった場所では、オヤビッチャと言

う小さな魚も観察することが出来ました。 

生きもの観察を通し、海の中の発見や面白さ、海の豊かさを体験することが出来ました。 

（※生きもの写真は、参考写真になります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スノーケリングの順番待ちをしている間には、大きな水風船を割るお楽しみゲームも行いました。 

仲間の言葉を信じ、歩みを進め、水風船目掛けて、棒を振り下ろすこのゲームも、大変盛り上がり

ました。 

 あっという間に時間も過ぎ、御前崎小学校として 1 回目の海洋教育授業が無事に終了となりまし

た。本日の活動の最後には、翌日行う予定の 2 回目の授業に向けたガイダンスを行いました。 

天気予報では、雨が降る予報となっていましたが、天候にも恵まれ、暑く感じるくらいの青空の下

活動を行うことが出来ました。 

 


